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① Children’s homes　② sex-related problems　③ sex education
〈Abstract〉
　The purpose of this research was to clarify the systems and approaches in place for handling 
sexuality issues among children in Children’s homes. A questionnaire survey of Children’s 
homes was conducted, and the data from 18 facilities and 29 dormitories were analyzed. The 
results showed that some of these facilities had difficulty in maintaining boundaries between 
individuals or between boys and girls, and that majority of the facilities developed some rules 
to provide the residents guidance to define those boundaries. Further, more than half of the 
facilities that participated in the survey engaged in an effort to prevent sex-related problems 
（e.g., providing sex education to the children）.  dditionally, some facilities, especially larger 
facilities had difficulty providing individual attention to the residents because of the building 
structure of such facilities. These results suggested that it would be necessary to consider the 
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調査協力施設：X 県内の児童養護施設のうち、文書によって協力への承諾が得られた 18 施
設の 29 寮舎を対象とする。29 寮舎の内訳は、大舎（1 舎につき子ども 15 人以上）10 寮舎、
中舎（子ども 9 ～ 14 人）9 寮舎、小舎（子ども 8 人以下）3 寮舎、小規模グループホーム
























































































小舎・小規模 4 4 2
中舎 2 4 3




小舎・小規模 5 3 2
中舎 1 6 2
大舎 7 1 2
3 男女の居住空間が構造的に分かれている
小舎・小規模 5 2 3
中舎 5 1 3
大舎 5 2 3
4 男女の居住空間がルールで守られている
小舎・小規模 9 1 0
中舎 8 1 0
大舎 7 1 2
5 必要に応じて、入浴が個別に利用できる
小舎・小規模 10 0 0
中舎 9 0 0
大舎 6 3 1
6 必要に応じて、トイレが個別に利用できる
小舎・小規模 9 1 0
中舎 7 0 2
大舎 7 1 2
7 死角が少なくなるような工夫をしている
小舎・小規模 2 7 1
中舎 4 5 0




小舎・小規模 5 2 3
中舎 3 5 1




小舎・小規模 9 1 0
中舎 4 4 1




小舎・小規模 3 7 0
中舎 4 5 0
大舎 5 3 2
11 施設内の男女交際を禁止している
小舎・小規模 1 5 4
中舎 1 1 7
大舎 2 5 3
12 施設外の男女交際を禁止している
小舎・小規模 0 2 8
中舎 0 0 9
大舎 1 2 7
13 グループで性教育を実施している
小舎・小規模 5 3 2
中舎 6 1 2
大舎 4 5 1
14 個別で性教育を実施している
小舎・小規模 6 3 1
中舎 7 2 0




小舎・小規模 3 6 1
中舎 1 6 2




小舎・小規模 4 6 0
中舎 4 5 0




小舎・小規模 4 3 3
中舎 3 3 3




小舎・小規模 3 3 4
中舎 7 1 1




小舎・小規模 5 5 0
中舎 7 2 0







意に「はい」が多いことが示された（調整済み残差＝ 2.0，p ＜ .05）。大舎は子どもの人数
も多いため、スペースの使い分けに配慮がより必要であるからといえるだろう。Q4「男女
の居住空間がルールで守られている」においては、大舎は中舎および小舎より「いいえ」が





は中舎 ･ 小舎より有意に「いいえ」が多かった（調整済み残差＝ 2.0，p ＜ .05）。Q11「施設
内の男女交際を禁止している」では中舎が大舎 ･ 小舎より有意に「いいえ」が多かった（調




え」が多かった（調整済み残差＝ 2.0，p ＜ .05）。Q19「性的被害を受けた子どもに対して取
り組みや重視していることがある」では大舎は中舎 ･ 小舎より有意に「いいえ」が多かった
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